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砂白金の宝庫一北海道はイリジウムの時代

中川充1)

1.はじめに

人の世に初めて白金が認識されたきっかげは,南

米コロンビアのピント川で砂金と共に産出する銀白

色の砂鉱であった.以来数世紀,白金の主な生産地

は大陸地域に取って代わり,現在では巨大な層状貫

入岩体の特定層準に胚胎する白金鉱石によって生産

量のほとんどが賄われている.

北海道においても,砂金沢,鉱石沢,クロム沢な

ど産出する砂鉱に由来した河川の名前は多いが,

｢白金｣となると夕張岳の蛇紋岩メランジュ

(NakagawaandToda,1987)に源を発して西麓を流

れる白金川しか思い浮かばない.正式な読み方は知

らないが,地元の方々は親しみを込めて“しろきん

川"と呼ぶ.勿論,今でも砂白金が取れる場所であ

る.

白金川に限らず,神居古潭帯の蛇紋岩体周辺(第

1図)は,戦時中タスマニアなどと並んで世界的に

重要な砂白金の産地(鈴木,1950:彌永,1984)で

あったが,敗戦と共に全く生産されなくなってしま

った.そのためもあって,以後資源的研究は衰退

し,一連の浦島らの記載的研究(1982など)に留ま

っていた.

近年になって,ハイテク電子機器材料や環境浄化

用触媒として注目されるレアメタルの地質調査研究

が開始され,そのタｰゲットの一つとして目未でも

白金がようやく注目されるようになってきた(中川,

1991)･これを契機として,母岩である蛇紋岩に含

まれる山白金も我が国で初めて発見され(Nakagと

waetaL,1991),系統的学術研究(太田･中川,

1990など)も進められつつある.こうした最近の研

究動向を踏まえつつ,北海道の砂白金に秘められた

地球科学の世界へ案内しよう.
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第1図

北海道の砂白金の産地(白丸;量の多

少はあるが必ず砂金が伴われる)と砂

金のみの産地(黒丸).S:白金川,H:

幌加内.彌永(1984)を改作.

1)地質調査所北海道支所
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写真1白金川産砂白金の接写写真

比較的角ばっている外形に注意.

白金川

帰〃
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｡均質な合金

.包有物を含む

均質な合金

2.白金族元素の地球科学

これまで,意識的に“白金"という言葉を使って

きたが,科学的には不正確な用語法である.なぜな

ら,白金という貴金属元素のみの鉱物は自然界に存

在しないからである.通常は,類似した化学的性質

をもつ6種類の元素[ルテニウム:Ru(原子番号

44),1ヨジウム:Rh(45),パラジウム:Pd(46),

オスミウム:Os(76),イリジウム:Ir(77),プラ

チナム:Pt(78)コを白金族元素(P1atinumGroupE1e-

ment:PGE)と呼び,これらの元素を含む鉱物を白

金族鉱物(P1atinuエ皿GroupMinera1:PGM)と総称す

る.従って,元素名としての白金(プラチナム)を全

く含まない砂白金(正確には砕屑性白金族鉱物と呼

ぶべきもの)も有り得る.

これら白金族元素を地球科学的に扱うには,

2,000℃以上の融点を持つOs,Ir,Ru(イリジウム系

白金族元素:IPGE's)と,それ以下のRh,Pt,

Pd(プラチナム系白金族元素:PPGE's)に分けて議

論するのが一般的である.それは,マントル内の分

別溶憩や結晶作用から,地表付近での変質や風化残

留に至る様々な過程で,これら元素群の挙動

(Bameseta1.,1985)がかなり違うからである.従

って白金族元素は,精密な分析さえ可能であれば,

地質現象の履歴を追跡するうえで大変役に立つ.

現在重要な稼行対象とされている大陸地殻中の層

状岩体であるブッシュフェルドやステイノレウオｰタ

ｰでは,主な産出白金族鉱物がPPGE'sの硫化物

やテルル化物であり,インコソバティブルな挙動を
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第2図
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Ir-Os-Ru三角図(HarrisandCabri,1991)に表し

た白金川産の砂白金.網部は不混和領域.自丸

は均質なIr-Os-Ru合金.黒丸はPt-Fe合金の

包有物を含むIr-Os-Ru合金.

示すPPGE'sがマグマ中の流体に影響されて濃集

した結果である(Mathez,1989).

一方,オフィオライトに産するクロム鉱床やその

母岩は,相対的にインコソバティブルたPPGE's

に乏しく,産出する白金族鉱物は,IPGE'sの合金

や硫(砒)化物が主体になっている(Leb1anc,1991).

これは,一般にオフィオライトマントルがマグマ成

分が抜け出た後の潤渇したマントルであることの反

映である.

3.白金川の砂白金

さて,それでは北海道の砂白金はどんなものであ

ろうか.その代表として白金川産の砂白金(写真1)

を例に挙げよう.調べた61粒中'2粒以外全てIr-

Os-Ru系合金であった(第2図).これは,白金川

を含む神居古潭帯南部地域にIr-0s-Ru系合金が卓

越する(太田･中川,1990)という特徴に一致して

いる.北海道全体を通じて見ても,こうしたイリジ

ウム系白金族鉱物(硫砒化物を含む)が多産する(中

川一太田,1993).これは,神居古潭帯の蛇紋岩が

オフィオライト源(小松,1977)で,しかも極めて

潤渇度が高い(加藤･中川,1986)ことに起因して

いるのであろう.

地質ニュｰス480号�



砂白金の宝庫一北海道はイリジウムの時代

一25一

騎騒鰯10μ胴

写真2白金川産砂白金の電子顕微鏡写真.

Ir-0s-Ru系合金中に離溶したPt-Fe合金(矢印)

の二次電子線像.

麗鹿騒50岬

写真3白金川産砂白金の電子顕微鏡写真.

Ir-Os-Ru系合金中に含まれるPt-Fe合金包有物

(自矢印)の反射電子線像.

但し,微小な砂白金とはいえ必ずしも均質なわげ

ではなく,白金川の場合13粒にPt-Fe合金の包有

物が認められた.この包有物は,あたかも離溶した

もののように見えるもの(写真2)もあるが,不規則

た曲線を描く場合(写真3)も多い.極めて固いIr-

Os-Ru系合金ですら,流動変形を蒙るような条件

が地球内部に存在することを荷佛とさせる現象であ

る1

Ir-Os-Ru系合金について,HarrisandCabri

(1973)が鉱物組成と結晶構造に基づく鉱物名を定

義し(第3図),11種もの鉱物名が存在するにも拘
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第3図
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Ir-Os-Ru三角図(HarrisandCabri,1973)に表し

た幌加内産の砂白金(黒丸).網部は不混和領域.
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mium,IROS:iridosmine,OS工R:osmir三dium,

RUIR:ruthenianiridium,IRRU:辻idianmtheni-

畭��剏区浴��物摯�楮攬�体��

���湯�楲�極洮

らずこの分類は広く普及した.現在までに北海道で

は,この細かい命名法によってもなお,mthenian

osmiumとiridiumを除く9種類の鉱物が産出して

おり(中川･太田,1993),この系の合金の世界的

宝庫である.

近年,同じHarrisandCabri(1991)は鉱物命名

観的に沿った新たな命名法(第2図)を提案した.

これは,50%ルｰルに従い三成分系の端成分の名

称をそのまま用いる.これに従えば,通常三種類の

鉱物名で済むことになるが,この系の場合,イリジ

ウムの範囲が不混和領域に切られ,双方の結晶構造

が異なるために,ルセニリドスミソ(mtheniridos一

㎜ine)の名称は残す必要があった.こうなると,ル

セニリドスミソの領域が極端に小さくなるだげでな

く,元素名がそのまま鉱物名になる領域も広がる.

そこで,正式にイリジウムと呼べる砂白金が北海道

からも出現したことになるのである.

4.イリジウムの時代

北海道に限らず砂白金の起源はかんらん岩や蛇紋�
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岩などの超苦鉄質岩類である.現在PPGE'sを中

心に稼行中である大規模た層状貫入岩体は,安定大

陸の乾燥気候帯に位置しており,新鮮で風化が進み

難い.しかし,オフィオライトの超苦鉄質岩類は,

多くの場合軟弱た蛇紋岩になっているだげでなく,

活動的な地帯に出現するので侵食も激しく,砂白金

の残留も多くなる.従って,砂白金の出所はオフィ

オライトの場合が多い.

しかも北海道の場合は,湿潤な気候帯に属し,適

度にコントラストのある地形に恵まれているという

好条件が加わる.さらに,ここのオフィオライト

が,極めて潤渇したマソドノレ起源であるが故に元々

イリジウム系白金族鉱物の相対的残留率が高く,か

つては砂白金として採掘されていたのである.北海

道における金属鉱業事業団の希少金属鉱物資源の賦

存状況調査では,砂クロムの一部にイリジウムの異

常(稼行白金鉱山の約100倍もの高品位)が認められ

たり(中川ほか,1993),0.26gの砂白金ナゲット

が発見されたりしている(中川,1994).こうした

状況は,北海道がIPGE'sの鉱床として今だに高い

ポテンシャルを秘めていることを示している｡

白金鉱床のうちIPGE'sの場合は,マントル内と

地表における二重の残留鉱床として扱うべきであ

り,マントルから地表までの全地質的営力を考慮に

入れたくてはならない.複雑ではあるが,成因解

析,資源探査両面に於て北海道以上に条件の良い所

は他に無いであろう.

最後になりましたが,小文を書くよう薦めて頂い

た北海道大学の石原舜三教授と,砂白金掘のお話を

伺い貴重な試料を提供して頂いた夕張市鹿島白金の

谷川梅雄氏に心からお礼申し上げます.
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